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第7回深日港フェスティバル
7月1日(日)、第7回深日港フェスティバルが開催されました。
また、深日港-洲本港旅客船出航式も同時に催され、約8ヵ月間の運航がスタートしました。
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まちづくりエディターって何するの？

まちづくりエディターの紹介

多奈川駅前に誕生！ まちづくりエディター事務所

佐々木 啓彰（２4） 川口 敬之（52）

　岬町では、町内外の方に参加いただき、様々なワークショップやイベントを開催し、まちに関わってくれる人たちを少
しずつ増やしてきました。そして、これらの取り組みをさらに加速させるため、町外から地域活性化に取り組む人材をま
ちづくりエディターとして募集し、7月から就任しました。　
　まちづくりエディターは、まちの地域資源や空き家を活用した事業の実施、移住者支援、それら事業に関わる広報な
ど地域活性化に向けた事業に取り組みます。

　神奈川県の川崎市
から来ました。友人等に
“ちゃちゃ”と呼ばれてい
たので岬町でもそう呼
んでいただけたら嬉し
いです。前職はアパレル
で接客業をしていまし
た。岬町の夕陽の写真

を見て感動し、この町に行きたいと思い志望しま
した。岬町に来てから地域の方とお話しするうち
に人の温かさを感じ、より一層岬町をもっと多くの
人に知ってもらいたい、この夕陽を見てほしいと
思いました。将来的には岬町の自然の豊かさを活
かしたゲストハウス運営をしたいと考えています。

　和歌山市で病院職員
（放射線技師・事務職）
として勤務。以前よりま
ちづくりに興味があり、
岬町のイベント参加し、
町に魅力を感じ、エディ
ターに応募しました。今
後はイベント開催や空

き家活用等を計画し、町内外の方に集まっていた
だける場を創造すること、そこから大きな広がりと
なり、多くの方に岬町に興味をもっていただくこと
が目標となります。
　岬町民1年生としてもっと町のことを勉強していき
ますので、ご指導のほどよろしくお願いいたします。

1多奈川駅前の元旅館。かつて
たくさんの人で賑わっていた。
234元旅館でのDIYの様子。
壁に漆喰を塗り、床を板張りにす
る等の作業の様子。これからは、
エディター事務所として、様々な
イベントが開催される。

―みさきの魅力を編集する―
まちづくりエディター特集

 がるミサキを目指して繋  なさんと一緒に新たな動きをみ
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まちのできごと

　岬の歴史館（孝子小学校）では、日常の展示品の公開
に加え、イベントも開催されていることから、来館者の緊
急事態に備えてこのたびAEDを設置しました。
▶問合せ／生涯学習課 ☎492-2715

岬の歴史館にAEDを設置しました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 みさきタウンミーティングにご参加いただきありがとうございました

　今年も5月13日（日）〜6月3日（日）にかけて、町
内15か所で「町長と語ろう！みさきタウンミーティン
グ」を開催し、452名の方にご参加をいただきまし
た。
　タウンミーティングは、町長が住民のみなさまと
直接語り合う機会を持つことで、まちづくりへのご
理解を深めていただくとともに、みなさまの幅広い
ご意見をまちづくりに反映させることを目的として、
平成22年度より開催しています。
　各会場では、身近な問題や日頃まちづくりにつ
いて感じていることなど、数多くのご意見をいただ
きました。それらのご意見につきましては、担当各
課で検討を行い、町行政にできる限り反映してまい
りたいと考えております。
　今後も住民のみなさまの幅広いご意見をまちづ
くりに反映させ、総合計画に掲げる「豊かな自然心
かよう温もりのまち“みさき”」を目指してまいります。
※なお、会場でご協力をいただきましたアンケート結
果については、町ホームページで公表しております。

■会場でいただいたご意見（162件）

▶問合せ／企画地方創生課 ☎492-2775

・道路・橋梁・河川の維持管理等に関すること	　23件
・行政運営に関すること		  　17件
・防犯に関すること			      13件
・コミュニティバスの運行に関すること	 　11件
・環境保全に関すること		  　11件
・防災に関すること			      11件
・公共・公益施設の維持管理等に関すること  11件
・まちづくりに関すること		     10件
・財政に関すること		                  9件
・空き家に関すること		                  9件
・観光振興に関すること		       7件
・交通対策に関すること		       6件
・子育て・教育に関すること		       5件
・道の駅に関すること		     	      4件
・第二阪和国道に関すること		   4件 他

図書室だより 本の紹介

　淡輪公民館では、大阪府立中央図書館の
本も借りることができます。お気軽にリクエスト
ください。

▶淡輪公民館・図書室 ☎494-0300

祝葬	 著者:久坂部 羊

凶犬の眼	 著者:柚木 裕子

魔力の胎動	 著者:東野 圭吾

本のリクエストを受け付けています。
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○パネル展示コーナー
○マスコットキャラクターとの記念撮影コーナー 他

▶問合せ／泉州南広域消防本部 警防部警備課
救急係 ☎462-1080 460-2119

　夏の暑さの訪れとともに花火遊びをする姿が多
く見られる時季となりました。
　花火は、子どもから大人まで楽しめ、花火が織り
なす色とりどりの情景は、夏の思い出をより一層豊
かにしてくれます。
　しかし、その原料は火薬で、どんな小さなもので
も誤った遊び方をすると火事ややけどなどの事故
に繋がります。危険性を十分理解し、事故防止に
努めましょう。

　毎年、住宅街の公園などで深夜まで打ち上げ花
火などをして「危険だ!」「うるさい!」などの苦情が寄
せられています。
　花火で遊ぶときの合言葉は、「迷惑にならない
場所と時間と後始末」。マナーを守り安全に楽しく
夏の夜を過ごしましょう。
▶問合せ／泉州南広域
消防本部警防部予防課
☎469-0886、 460-
2119

みさっきー▶試験職種／消防職員
▶採用人員／6名程度
▶受験資格／平成5年4月2日〜平成13年4月1日
までに生まれた人
▶試験日／（第1次）9月16日（日）
▶場所／泉佐野市立佐野中学校
※第2次試験の日時および場所については、第1
次試験合格者へ後日連絡します。
▶申込書の配布／泉州南広域消防本部総務部
総務課および各消防署にて配布しています。
※ ホームページ ( h t t p : / / w w w. s e n s h u -
minami119.jp/)からもダウンロードできます。
▶申込方法／8月6日（月）〜17日（金）までに泉州
南広域消防本部総務部総務課へ持参または郵
送。 ※郵送の場合は、8月17日（金）までの消印の
あるものに限り有効です。
▶申込み・問合せ／泉州南広域消防本部総務部
総務課 〒598-0048 泉佐野市りんくう往来北1番
地の20 ☎462-1050または☎469-0119（音声ガ
イダンス後、「2」）

～みさっきー（岬町）・消し玉くんと救急の知識を
身に付けよう～
　9月9日の「救急の日」を含めた9月9日（日）〜15日

（土）までの救急医療週間に先立ち、泉州南広域
消防本部では、下記の通り救急フェアを開催しま
す。
▶日時／9月8日（土）
▶場所／岬町淡輪5654番地の3 道の駅 みさき 
夢灯台 情報施設棟
▶開催時間および内容／13時〜15時
○心肺蘇生法実技体験コーナー
○救急医療相談・血圧測定コーナー

岬消防署
ダイヤル119

泉州南消防組合
マスコット
キャラクター
消し玉くん

泉州南消防組合職員採用試験

救急フェア開催！！

■花火を安全に楽しむポイント
○大人と一緒に遊び、夜遅くまで騒がない。
○正しい位置に、正しい方法で点火する。
○�水の入ったバケツを用意し、後片付けをきちんとする。
○�手持ちの筒もの花火は、手の位置に注意しましょう。
○風の強い日は花火遊びをやめましょう。
○�人や家に向けたり、燃えやすいもののそばで遊ばない。
○�途中で火が消えても、花火の筒の先に顔や手を出さない。
○�たくさんの花火に一度に火をつけると危険です。
○�花火をほぐしたり、ポケットに入れてはいけません。

ルールとマナーを守って楽しい花火
～花火の正しい知識を身につけましょう～
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　親子で気軽に遊びに来てください。子どもたちは、「見て・触
れて・感じて!」いろんな事を学びます。保護者のみなさんと一緒
に悩み・考え・学びながら子育てを楽しみましょう。そして大切な
子どもたちを地域で温かく見守り育てていきましょう。

地域の子育て
応援します!

親子の交流・仲間づくりの場
出張ほのぼのクラブ

　親子の交流、仲間づくりの場としてご利用ください。
▶日時／8月22日（水）10時30分〜11時30分
わらべ唄遊び、絵本等の紹介と栄養士による栄養相談。
▶場所／望海坂第1集会所
▶参加費／１家族につき年間300円（平成31年3月末
まで）
▶問合せ／保健センター ☎492-2424

▶日時／8月28日（火）10時～11時
▶場所／淡輪・深日・多奈川保育所
▶内容／園庭遊び・子育て相談（身体計測もあります。）
▶持ち物／着替え・帽子・お茶・タオル
▶駐車場／各保育所にお問い合わせください。
※雨天時は中止
▶問合せ／各保育所
淡輪保育所 ☎494-3567、深日保育所 ☎492-4955
多奈川保育所 ☎495-5030

園庭遊びのお知らせ

①一人で遊びません。
②知らない人について行きません。
③つれて行かれそうになったら大声を出してたすけをもとめ、 
　「こども110番の家」へにげこみます。
④だれとどこで遊ぶか、いつ帰るかを家の人に言ってから出かけます。
⑤お友だちがつれて行かれそうになったら、すぐに大人の人に知らせます。
※こどもたちが登下校や遊びで外出する際には、防犯ブザーやホイッスル
を持たせ、しっかりと活用するように教えましょう。

～家庭で心がけ、こどもたちに伝えましょう～
8月は、「こども110 番月間」です。

▶問合せ／生涯学習課
☎492-2715

５
つ
の
約
束

ま
も
ろ
う
ね
！

　夏休みは子どもが本に親しめるよい機会です。

アップル館からお知らせ

○�夏休みおはなし会
▶日時／各日14時〜14時40分
8月3日（金） 紙芝居
10日（金） こわ〜いおはなし大会
17日（金） おはなし・絵本・手遊び
24日（金） 人形劇他（出演：よんこく堂）
31日（金） おはなし・絵本・手遊び

○らくがきクラブ
▶日時／8月12日（日）14時～15時
※申込み不要です。汚れてもいい服装でお越しくだ
さい。
○親子で楽しむ“わらべうた”
▶日時／8月26日（日）14時～14時30分　
▶対象／0才～1才

休館日は岬だよりのカレンダーをご覧ください。ホームページは「岬町立アップル館」で検索できます。
▶問合せ／アップル館 ☎492-6050（FAX共）
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町
府
民
税〈
第
２
期
分
〉

▼
納
期
限
／
８
月
31
日 （
金
）

　

納
期
限
ま
で
に
お
近
く
の
金
融

機
関
や
郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

銀
行
口
座
振
替
ま
た
は
郵
便

局
自
動
払
込
を
ご
利
用
の
方
は
、

預
貯
金
残
高
を
お
確
か
め
く
だ
さ

い
。振
替
日
ま
た
は
払
込
日
は
、

８
月
31
日（
金
）で
す
。

▼
問
合
せ
／
税
務
課
納
税
係 

☎

４
９
２

−

２
７
６
５

〜
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
の
中
間
申
告
お

よ
び
納
付
期
限
に
つ
い
て
〜

　

消
費
税
等
の
中
間
申
告
・
納

付
期
限
は
８
月
31
日（
金
）で
す
。

■
中
間
申
告
と
納
付
が
必
要
な

個
人
事
業
者
と
は

　

個
人
事
業
者
の
方
で
、平
成
29

年
分
の
確
定
消
費
税
額（
地
方

消
費
税
額
は
含
み
ま
せ
ん
。）が

48
万
円
を
超
え
る
方
は
、消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
中
間
申

告
と
納
付
が
必
要
で
す
。　

　

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（w

w
w

.nta.go.jp

）で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
中
間
申
告
に
は
、「e-Tax

（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）」が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、e-Tax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.e-tax.nta.go.jp

）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
泉
佐
野
税
務
署
総

務
課 

☎
４
６
２

−

３
４
７
１

　

第
１
期
分
の
納
期
限
は
、８
月

31
日（
金
）で
す
。期
限
内
に
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

８
月
に
第
１
期
分
お
よ
び
第
２

期
分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付

し
ま
す（
口
座
振
替
ご
利
用
の
方

を
除
き
ま
す
。）の
で
、納
付
時
に

は
、お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
年
間
の
税
額
が
１
万
円
以
下

の
場
合
は
、第
２
期
分
の
納
付
書

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
個
人
事
業
税
の
納
付
用
紙
の

う
ち
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収

納
用
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ

た
も
の（
30
万
円
以
下
の
も
の
）に

つ
い
て
は
、左
記
の
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
Ｋ
、サ
ン
ク
ス
、セ
ブ

ン

−

イ
レ
ブ
ン
、デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ

キ
、ニ
ュ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス

ト
ア
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、ミ
ニ

ス
ト
ッ
プ
、ヤ
マ
ザ
キ
ス
ペ
シ
ャ
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、ヤ
マ
ザ
キ

デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
、ロ
ー
ソ
ン
、

M
M
K
設
置
店（
五
十
音
順
）

※
納
付
に
は
、便
利
で
安
心
・
安

全
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、最
寄
り
の
府
税
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／「
府
税
あ
ら
か

る
と
」で
検
索

▼
問
合
せ
／
大
阪
府
泉
南
府
税

事
務
所  
☎
４
３
４

−

３
６
０
１

　
税

８
月
の
納
税

お らし せ

大阪府広報担当
副知事もずやん

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

個
人
事
業
税
の
お
知
ら
せ

「たち吉」商品展示
　8月21日（火）（予定）まで、関西国際空港第1ターミナ
ルビル3F中央エスカレーター横展示スペースにて、「た
ち吉」の商品展示を行います。「たち吉」は江戸時代に
京都で創業した老舗和食器ブランドで、和食文化を支

えています。今回は、南部鉄瓶や銅商品の急須・茶筒な
どをはじめ、ハローキティとの初のコラボレーション商品
も展示されます。展示商品は同フロア「たち吉」店頭にて
お買い求めいただけます。ぜひお立ち寄りください。
▶問合せ／関西国際空港案内 ☎455-2500

関西国際空港からのお知らせ
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身
で
３
４
０
万
円
、２
人
以
上
の

場
合
４
６
３
万
円
未
満
の
場
合

は
２
割
ま
た
は
１
割
負
担
に
な

り
ま
す
。）

※
第
２
号
被
保
険
者
、町
民
税

非
課
税
者
、生
活
保
護
受
給
者

は
右
記
に
関
わ
ら
ず
１
割
負
担

に
な
り
ま
す
。

　

負
担
割
合
証
は
介
護
保
険
被

保
険
者
証
と
一
緒
に
、大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
福
祉
課
高
齢
介
護

係 

☎
４
９
２

−

２
７
０
３

「
認
知
症
の
あ
る
人
の
理
解
と
は
」

～
思
い
や
ろ
う・
支
え
合
お
う・
分

か
ち
合
お
う
～

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
認
知
症

の
人
も
増
加
し
、２
０
２
５
年
に

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
５
人
に

１
人
が
認
知
症
の
人
ま
た
は
そ
の

予
備
軍
で
あ
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
こ
の
町
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
は
、周
囲
が
認
知

症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、地
域

で
支
え
合
う
環
境
が
大
切
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
認
知
症
へ
の
理

解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

お らし せ

認
知
症
啓
発
講
演
会
の

お
知
ら
せ

募　
集

　

65
歳
以
上
の
方
で
、「
一
定
以
上

の
所
得
」が
あ
る
人
は
、介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
の

自
己
負
担
割
合
が
１
割
〜
２
割

も
し
く
は
３
割
に
な
り
ま
す
。要

介
護
認
定
を
受
け
た
人
全
員
に
、

負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た「
介
護

保
険
負
担
割
合
証
」を
７
月
下
旬

ま
で
に
発
送
し
ま
し
た
。

〇
２
割
負
担
の
対
象
者
は
、本
人

の
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１

６
０
万
円
以
上
２
２
０
万
円
未

満
の
方
で
す
。（
た
だ
し
、同
じ
世

帯
に
い
る
65
歳
以
上
の
人
の
年

金
収
入
と
そ
の
他
の
合
計
所
得

金
額
の
合
計
が
単
身
で
２
８
０

万
円
、２
人
以
上
の
場
合
３
４
６

万
円
未
満
の
場
合
は
１
割
負
担

に
な
り
ま
す
。）

〇
３
割
負
担
の
対
象
者
は
、本
人

の
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
２

２
０
万
円
以
上
の
方
で
す
。（
た

だ
し
、同
じ
世
帯
に
い
る
65
歳
以

上
の
人
の
年
金
収
入
と
そ
の
他

の
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が
、単

▼
日
時
／
８
月
22
日（
水
）15
時

～
16
時
30
分

▼
場
所
／
岬
町
文
化
セ
ン
タ
ー

（
多
奈
川
駅
徒
歩
１
分
）

▼
講
師
／
○
株
式
会
社 E

−m
y 

crew
 

代
表
取
締
役 

野
崎 

健
氏

（
作
業
療
法
士
）

○
大
阪
府
作
業
療
法
士
会 

認
知

症
支
援
推
進
委
員
会 

担
当
理
事

▼
定
員
／
40
名（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。）

▼
申
込
み
期
間
／
８
月
１
日

（
水
）～
８
月
14
日（
火
）

▼
申
込
み・
問
合
せ
／
福
祉
課
高

齢
介
護
係 

☎
４
９
２

−

２
７
１

６
、
４
９
２

−

５
８
１
４

～
あ
な
た
の
素
直
な
気
持
ち
を

伝
え
ま
せ
ん
か
？
～

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
と

の
心
の
ふ
れ
あ
い
の
体
験
を
綴
っ

た
作
文
や
、障
が
い
者
へ
の
理
解

を
促
進
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。入
選
者
に
は
賞
状
等

を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
作
文
／
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙（
縦
書
き
）で
小
・
中
学
生
は

２
～
４
枚
、高
校
生
・一
般
は
４
～

６
枚 

※
点
字
や
電
子
メ
ー
ル
で
の

応
募
も
可

▼
ポ
ス
タ
ー
／
小
・
中
学
生
の
み
。

Ｂ
３
画
用
紙
ま
た
は
四
つ
切
り
サ

イ
ズ
画
用
紙（
縦
長
の
み
）

▼
募
集
期
間
／
９
月
５
日（
水
）

ま
で

▼
応
募
方
法
／
左
記
へ
郵
送（
９

月
５
日
の
当
日
消
印
ま
で
有
効
）

ま
た
は
持
参

※
た
だ
し
、土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝

日
に
つ
い
て
は
持
参
に
よ
る
受
け

付
け
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

▼
応
募
先
・
問
合
せ
／
〒
５
４
０

−

８
５
７
０ 

大
阪
市
中
央
区
大

手
前
３
丁
目
２
番
12
号 

大
阪
府

福
祉
部
障
が
い
福
祉
室
障
が
い

福
祉
企
画
課 

権
利
擁
護
グ
ル
ー

プ 

☎
06

−

６
９
４
１

−

０
３
５

１（
内
線
２
４
８
１
）、
06

−

６

９
４
２

−

７
２
１
５

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
検

索
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w.pref.osaka.lg.jp/
keikakusuishin/syougai-info/
h30sakubunposuta.htm

l

福　
祉

８
月
か
ら
介
護
保
険
の
一
部

改
正
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験

作
文
・
障
が
い
者
週
間

の
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
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放
送
大
学 

10
月
生

募
集
の
お
知
ら
せ

　

大お
お

阪さ
か

府ふ

内な
い
に
住す

み
、義ぎ
む
き
ょ
う
い
く

務
教
育

の
年ね

ん
れ
い齢（

満ま
ん

15
歳さ
い

）を
こ
え
て
い
る

人ひ
と

の
う
ち
、い
ろ
い
ろ
な
事じ
じ
ょ
う情

で

中ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
を
卒そ
つ
ぎ
ょ
う業し
て
い
な
い
人ひ
と

や

実じ
っ
し
つ
て
き

質
的
に
十じ
ゅ
う
ぶ
ん分

な
教き
ょ
う
い
く育

を
受う

け

ら
れ
な
い
ま
ま
中ち

ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
を
卒そ
つ
ぎ
ょ
う業し

た
人ひ

と

を
対た
い
し
ょ
う象に
、夜や
か
ん間
に
中
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校

教き
ょ
う
い
く
育
を
行お
こ
なっ
て
い
ま
す
。

　

日に
ち
じ
ょ
う常
生せ
い
か
つ活
に
必ひ
つ
よ
う要
な
基き
そ
て
き

礎
的

な
学が

く
り
ょ
く力や
知ち
し
き識
を
身み

に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
、中ち

ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
の
卒
そ
つ
ぎ
ょ
う業
資し
か
く格

を
取と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※「
あ
い
う
え
お
」か
ら
勉べ

ん
き
ょ
う強
で

き
、授

じ
ゅ
ぎ
ょ
う
り
ょ
う

業
料
は
無む
り
ょ
う料
で
す
。

▼
授じ

ゅ
ぎ
ょ
う
じ
か
ん

業
時
間
／
月げ
つ
よ
う
び

曜
日
〜
金き
ん
よ
う
び

曜
日

の
17
時じ

30
分ぷ
ん

〜
20
時じ

30
分ぷ
ん

▼
入
学
期
間
／
９
月が
つ

３
日に
ち（

月げ
つ

）

〜
９
月が

つ

10
日に
ち（

月げ
つ

）※
土ど
よ
う
び

曜
日
、

日に
ち
よ
う
び

曜
日
、祝し
ゅ
く
じ
つ日は

除の
ぞ

き
ま
す
。

※
入に

ゅ
う
が
く
き
ょ
か
し
ん
せ
い
し
ょ

学
許
可
申
請
書
は
、

岸き
し
き
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

城
中
学
校（
岸き
し
わ
だ
し

和
田
市
野の
だ
ち
ょ
う

田
町

２
丁ち

ょ
う
め目

）と
教き
ょ
う
い
く
い
い
ん
か
い

育
委
員
会
総そ
う
む
か

務
課

に
あ
り
ま
す
。

▼
申も

う
し
こ込

み
・
問と
い
あ
わ合

せ
／
○
岸き
し
き城

中ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校 

☎
４
３
８

−

６
５
５

３（
夜や

か
ん
が
っ
き
ゅ
う
せ
ん
よ
う

間
学
級
専
用 

12
時じ

30
分ぷ
ん

～
21
時じ

）

○
岸き

し
わ
だ
し

和
田
市
教き
ょ
う
い
く
い
い
ん
か
い

育
委
員
会 

教き
ょ
う
い
く育

総そ
う
む
ぶ

務
部 

総そ
う
む
か

務
課 

学が
く
じ事
担た
ん
と
う当 

☎

４
２
３

−

９
６
０
７（
９
時じ

～
17

時じ

30
分ぷ
ん

）

　

放
送
大
学
は
、平
成
30
年
度
第

２
学
期（
10
月
入
学
）の
学
生
を

募
集
中
で
す
。放
送
大
学
は
テ
レ

ビ
、ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で

す
。心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
・
情
報
な
ど
、幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。資
料
を

無
料
で
差
し
あ
げ
て
い
ま
す
。

▼
出
願
期
間
／
９
月
20
日（
木
）

ま
で

▼
資
料
請
求
／
放
送
大
学
大
阪

学
習
セ
ン
タ
ー 

☎
06

−

６
７
７
３

−

６
３
２
８ 

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課  

☎
４

９
２

−

２
７
１
５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

　現在、特別障がい者手当、障がい児福祉手当、経過的福祉手当を受給している方は、受給資格確認のた
めに現況届（所得状況届を含む）を提出することになっています。現況届に必要な書類を送付しますので、
必ず提出してください。現況届が未提出の方は、提出されるまでの間、手当を差し止めることがあります。

▶提出期間／8月1日（水）〜17日（金）	
▶提出先／岬町役場しあわせ創造部福祉課福祉係
　なお、特別障がい者手当、障がい児福祉手当とは下表の通りです。

▶問合せ／大阪府岸和田子ども家庭センター生活福祉課  ☎441-2760
　　　　   岬町役場しあわせ創造部福祉課福祉係 ☎492-2700

　特別障がい者手当／月額26,940円

支給対象 満20歳以上の在宅の方で、身体または精神に著しく重度で永続する障がい（知的障
がいを含む）があるため、日常生活に常時特別の介護を必要とする方。

支給制限
①病院等に3ヶ月を超えて入院している方。			 
②施設に入所している方。
③本人、配偶者、扶養義務者の所得が一定金額以上ある方。

　障がい児福祉手当／月額14,650円

支給対象 満20歳未満の在宅の方で、身体または精神に重度で永続する障がい（知的障がいを
含む）があるため、日常生活に常時の介護を必要とする方。

支給制限
①障害年金などの障がいを支給理由とする年金を受給されている方。
②施設に入所している方。
③本人、配偶者、扶養義務者の所得が一定金額以上ある方。

特別障がい者手当・障がい児福祉手当・
経過的福祉手当の現況届について

岸き
し
き
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

城
中
学
校

夜や
か
ん
が
っ
き
ゅ
う

間
学
級
生せ

い
と
ぼ
し
ゅ
う

徒
募
集
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法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

を
設
置
し
、今
般
左
記
の
通
り
強

化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

▼
電
話
番
号
／
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番 

☎
０
１
２
０

−

０
０

７

−

１
１
０

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

　

な
お
、電
話
相
談
以
外
に
も
、

通
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
か
ら
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談
窓
口 

http://w
w

w.jinken.go.jp/

▼
実
施
期
間
／
８
月
29
日（
水
）

〜
９
月
４
日（
火
）

▼
受
付
時
間
／
８
時
30
分
〜
19

時 

※
た
だ
し
、９
月
１
日（
土
）・

９
月
２
日（
日
）は
10
時
〜
17
時

（
通
常
は
平
日
８
時
30
分
〜
17

時
15
分
）

▼
相
談
内
容
／
い
じ
め
、不
登

校
、体
罰
、児
童
虐
待
な
ど
子
ど

も
の
人
権
問
題

▼
担
当
者
／
人
権
擁
護
委
員
、法

務
局
職
員

▼
問
合
せ
／
大
阪
法
務
局
人
権

擁
護
部 

☎
06

−

６
９
４
２

−

９

４
９
６

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）か
ら
送
ら

れ
て
く
る
国
の
緊
急
情
報
を
、岬

町
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
町
民

の
み
な
さ
ま
へ
確
実
に
お
伝
え
す

る
た
め
、全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
情

報
伝
達
訓
練
に
参
加
し
ま
す
。

▼
放
送
日
時
／
８
月
29
日（
水
）

11
時
頃

▼
情
報
伝
達
手
段
／
岬
町
防
災

行
政
無
線

▼
放
送
内
容
／
○
開
始
チ
ャ
イ
ム
音

○「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。」×
３
回

○「
こ
ち
ら
は
岬
町
役
場
で
す
。」

○
終
了
チ
ャ
イ
ム
音

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、地
震
・
津
波

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報

を
、国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通

じ
て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

▼
問
合
せ
／
ま
ち
づ
く
り
戦
略
室 

危
機
管
理
担
当 

☎
４
９
２

−

２

７
５
９

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、今

後
30
年
間
に
70
～
80
％
の
確
率

で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。大
規
模
災
害
に
備
え
、備
蓄

品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

■
備
蓄
食
料
は
７
日
分
必
要

　

国
の
中
央
防
災
会
議
は
、大
規

模
災
害
に
備
え
て
７
日
分
以
上

の
食
料
や
飲
料
水
等
の
家
庭
備

蓄
を
勧
め
て
い
ま
す
。し
か
し
、非

常
食
を
ま
と
め
買
い
し
て
も
消
費

期
限
が
来
る
た
め
大
量
消
費
と

大
量
廃
棄
を
繰
り
返
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。お
す
す
め
な
の
が「
ロ

ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
」で
す
。

　

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
を
は

じ
め
に
多
め
に
購
入
し
、そ
の
後

は
定
期
的
に
消
費
し
、使
っ
た
分

を
補
充
す
る
と
い
う
方
法
で
す
。

■
生
活
用
水
の
確
保
も
必
要

　

災
害
時
に
は
生
活
用
水
も
必

要
と
な
り
ま
す
。風
呂
の
残
り
湯

を
貯
め
て
お
く
こ
と
や
、水
道
水

や
雨
水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
保
管

す
る
こ
と
で
生
活
用
水
の
確
保
が

で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
ま
ち
づ
く
り
戦
略

室 
危
機
管
理
担
当 

☎
４
９
２

−

２
７
５
９

　

夏
休
み
は
海
水
浴
や
キ
ャ
ン
プ

な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
の
機
会
が
増
え

る
時
期
で
す
。ご
家
族
や
ご
友
人

と
の
楽
し
い
思
い
出
が
台
無
し
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

で
の
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を

押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①
お
肉
は
よ
く
焼
い
て
、焼
け
具

合
が
わ
か
る
よ
う
に
明
る
い
場
所

で
行
う
。

②
ト
ン
グ
や
箸
は
焼
く
用
と
食
べ

る
用
と
に
使
い
分
け
る
。

③
生
肉
を
扱
っ
た
後
は
、手
や
器

具
は
よ
く
洗
う
。

④
生
肉
と
野
菜
は
別
の
皿
に
盛

り
つ
け
る
。

⑤
お
肉
は
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
等

で
冷
蔵
保
管
す
る
。

⑥
食
べ
る
前
は
よ
く
手
を
洗
う
。

▼
問
合
せ
／
大
阪
府
泉
佐
野
保

健
所 

☎
４
６
４

−

９
６
８
８

お らし せ

そ
の
他

防
災
一
口
メ
モ

～
依
存
症
に
悩
む
人
へ
の
土
・
日
の

相
談
窓
口
が
開
設
し
ま
し
た
～

　

ア
ル
コ
ー
ル・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
依
存
症
に
関
す
る
こ
と
で
お
困

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
依
存
症
に
関
す
る
電
話
相

談
」を
毎
週
土
曜
日
・
日
曜
日
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
平
日
に
相
談

で
き
な
い
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。）依
存
症
は
回
復
が
十
分

可
能
な
病
気
で
す
。本
人
や
家
族

だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
相
談
／
お
お
さ
か
依
存
症

土
日
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

☎
０
５
７
０

−

０
６
１

−

９
９
９

▼
開
設
日
／
毎
週
土
曜
日
・
日
曜

日
13
時
～
17
時

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／h

ttp
://

kokoro-osaka.jp/

「
こ
こ
ろ
の
オ
ア
シ
ス
」で
検
索

▼
問
合
せ
／
大
阪
府
地
域
保
健

課 

☎
06

−

６
９
４
４

−

７
５
２
４

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す

全
国
一
斉「
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
」強
化

週
間
の
お
知
ら
せ

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
の

食
中
毒
に
ご
注
意
を
！

「
お
お
さ
か
依
存
症

土
日
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
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（
ち
な
み
に
、こ
の
６
月
１
日
を

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と
し
て

い
ま
す
。）

　

人
権
擁
護
委
員
の
数
は
、現
在

で
は
約
１
４
０
０
０
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
人
権
相
談
～
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

　

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
の
一
つ

で
あ
る
人
権
相
談
は
、法
務
局
、

地
方
法
務
局
ま
た
は
そ
の
支
局

等
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、相
談
に
つ
い

て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
い
じ
め
、差
別
、虐
待
な
ど
、ひ

と
り
で
悩
ま
ず
人
権
擁
護
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

電
話
に
よ
る
相
談
は
、み
ん
な
の

人
権
１
１
０
番（
☎
０
５
７
０

−

０

０
３

−

１
１
０
）等
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
人
権
推
進
課 

☎
４

９
２

−

２
７
７
３

▼
日
時
／
２
０
１
９
年
６
月
28
日

（
金
）・
29
日（
土
）

▼
会
場
／
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪

（
大
阪
市
住
之
江
区
）

　

期
間
中
は
大
阪
市
内
や
阪
神

高
速
道
路
に
お
い
て
大
規
模
な
交

通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

マ
イ
カ
ー
の
利
用
を
お
控
え
い

た
だ
く
と
と
も
に
業
務
用
車
両

等
の
運
行
調
整
な
ど
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○︎
不
審
な
人
が
い
る
、不
審
な
車

が
停
ま
っ
て
い
る
。

○︎
不
審
な
物
が
置
い
て
あ
る
、捨

て
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
時
は
、近
く
の
警
察

署
、交
番
も
し
く
は
警
戒
中
の
警

察
官
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
大
阪
府
泉
南
警
察

署 

☎
４
７
１

−

１
２
３
４

〜
夏
場
は
血
液
が
不
足
し
ま
す
〜

▼
日
時
／
８
月
24
日（
金
）10
時

～
12
時
、13
時
～
16
時

▼
対
象
／
４
０
０
ｍｌ
献
血
は
男

性
17
歳
～
69
歳
、女
性
18
歳
～
69

歳 

※
65
歳
以
上
の
方
は
、60
～

64
歳
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
方

に
限
り
ま
す
。

▼
場
所
／
岬
町
役
場

※
輸
血
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ

ん
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、現

在
４
０
０
ｍｌ
の
献
血
の
需
要
が
高

ま
っ
て
お
り
、２
０
０
ｍｌ
献
血
は

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
協
力
／
岬
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
・
岬
町
自
治
区
長
連
合
会

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
４

９
２

−

２
４
２
４

　
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
入

り
、海
で
遊
ぶ
機
会
が
増
え
て
き

ま
す
。海
で
遊
ぶ
こ
と
は
楽
し
い

も
の
で
す
が
、マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
に

伴
う
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
「
疲
れ
て
い
る
と
き
」や「
飲
酒

し
た
と
き
」の
遊
泳
は
事
故
に
直

結
し
ま
す
。危
険
で
す
の
で
、絶
対

に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
遊

ぶ
方
は
、「
出
港
前
に
エ
ン
ジ
ン
・

燃
料
等
の
点
検
」「
常
時
見
張
り

の
徹
底
」「
故
障
に
備
え
救
助
支

援
者
の
確
保
」を
確
実
に
行
う
と

と
も
に「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

用
」し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
事
故
が
発
生
し
た
時
や

事
故
を
発
見
し
た
と
き
は
、迷
わ

ず
・
素
早
く「
１
１
８
番
」へ

▼
問
合
せ
／
舞
鶴
海
上
保
安
部 

☎
０
７
７
３

−

76

−

４
１
２
０

　

最
近
、一
般
家
庭
の
電
話
に
、息

子
や
孫
と
偽
っ
て
電
話
を
か
け
て

信
じ
込
ま
せ
、後
日
お
金
の
話
し

を
持
ち
出
し
て
く
る「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
電
話
相
手
が
本
人
か
ど
う
か
、

し
っ
か
り
と
確
認
す
る
」「
す
ぐ
に

お
金
を
振
り
込
ん
だ
り
せ
ず
、誰

か
に
相
談
す
る
」が
あ
り
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た

ら
、泉
南
警
察
署
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
大
阪
府
泉
南
警
察

署
管
内
防
犯
協
会 

☎
４
７
１

−

１
２
３
４

〜
あ
な
た
の
街
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
〜

　

今
年
は
人
権
擁
護
委
員
制
度

が
制
定
さ
れ
て
70
周
年
を
迎
え
ま

す
。岬
町
に
お
い
て
は
、６
名
の
人

権
擁
護
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
っ
て
ど
ん
な
人
？

　

人
権
擁
護
委
員
は
、人
権
擁
護

委
員
法
に
基
づ
き
法
務
大
臣
か

ら
委い

し
ょ
く嘱
を
受
け
て
活
動
し
て
い
る

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、住
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
す
る
等
、

住
民
の
み
な
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

啓
発
活
動
を
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
あ
ゆ
み

　

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、昭
和

23
年
７
月
17
日
に
公
布
・
施
行
さ

れ
た
人
権
擁
護
委
員
令
に
よ
っ
て

誕
生
し
ま
し
た
。

　

昭
和
24
年
６
月
１
日
に
は
、

同
令
の
廃
止
と
と
も
に
人
権
擁

護
委
員
制
度
が
確
立
し
ま
し
た
。

世帯数 人口 男 女

世帯／人 7,639 15.981 7,528 8,453

前月比 +12 -23 -1 -22

平成30年7月1日現在人の動き

人
権
擁
護
委
員
制
度

70
周
年

献
血 

～
4
0
0
ｍｌ

献
血
に
ご
協
力
を
～

詐
欺
に
繋
が
る
不
審
な

電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

G
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
を

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

舞
鶴
海
上
保
安
部

か
ら
の
お
願
い
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淡 =淡輪公民館休館日　ア =アップル館休館日　ピ =ピアッツァ5休館日　 さ =さんぽるた（深日港観光案内所）休所日
生 =生涯学習課（青少年センター・文化センター）休館日　歴 =岬の歴史館休館日　 と =とっとパーク小島休園日
※詳しい内容は掲載ページをご覧ください。（  ）内の数字は掲載ページまたは掲載号

日 月 火 水 木 金 土

29 30 31 1 2 3 4
夏休みおはなし
会（P6）

と

5 6 7 8 9 10 11〈山の日〉
乳幼児育児健康
相談（7月号）

出張ほのぼのク
ラブ（7月号）
法律相談（P13）

夏休みおはなし
会（P6）

ア ア ピ 生 歴 淡 ア 歴 と 淡 ア 生 歴

12 13 14 15 16 17 18
らくがきクラブ

（P6）
発達クリニック

（P13）
行政相談（P13） 夏休みおはなし

会（P6）
手芸教室（P4）

ア ピ 生 歴 淡 ア 歴 ア と

19 20 21 22 23 24 25
相続・遺言相談

（P13）
出張ほのぼのク
ラブ（P6）
法律相談（P13）

夏休みおはなし
会（P6）
献血（P11）

ア ア ピ 生 歴 淡 ア 歴 と

26 27 28 29 30 31 1
親子で楽しむ“わ
らべうた”（P6）

園庭遊び（P6） 心の健康相談
（P13）

夏休みおはなし
会（P6）

ア ピ 生 歴 淡 ア 歴 と

月のカレンダー8
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相談業務名 日時等 場所・予約・問合せ

法律相談（予約制） 8月8日（水）・22日（水）
14時〜17時（定員6名）

○監査委員室
企画地方創生課 ☎492-2775

行政相談 8月15日（水）10時〜12時 ○役場相談室
企画地方創生課 ☎492-2775

障がい者相談
○愛の家「みらい」相談室
24時間対応（夜間は電話対応）

○愛の家「みらい」相談室 ☎494-1200
494-0102／ mirai@ainoie.jp

○障がい者出張相談（要予約）
8月22日（水）13時30分〜15時

○役場相談室
福祉課 ☎492-2700

介護相談 〈平日〉9時〜17時30分 ○岬町社協地域包括支援センター
☎425-9058

教育に関する相談 〈平日〉13時30分〜15時（要予約） ○学校教育課・指導課 ☎492-2719

消費者相談 8月10日（金）13時〜16時 ○役場監査委員室
産業観光促進課 ☎492-2749

人権擁護委員による
人権相談

8月7日（火）・21日（火）
13時30分〜15時

○役場住民活動センターB
人権推進課 ☎492-2773

人権協会による
人権相談

月・火・木曜日（祝日は除く）の
9時〜16時

○岬町人権協会多奈川事務所
（文化センター内） ☎492-3270

水・金曜日（祝日は除く）の9時〜16時 ○岬町人権協会淡輪事務所
（岬町交流センター内） ☎494-1508

総合生活相談
火・水・木曜日（祝日は除く）の
9時〜16時

○岬町人権協会多奈川事務所
（文化センター内） ☎492-3270

金曜日（祝日は除く）の9時〜16時 ○岬町人権協会淡輪事務所
（岬町交流センター内） ☎494-1508

地域就労支援相談
〈平日〉（祝日は除く）の9時〜16時 ○岬町人権協会多奈川事務所

（文化センター内） ☎492-3270

月・木曜日（祝日は除く）の9時〜16時 ○岬町人権協会淡輪事務所
（岬町交流センター内） ☎494-1508

障がい者就労・生活相談 〈平日〉9時〜17時 ○NPO法人障害者自立支援センター
☎463-7867／ 463-7890

保健師健康相談 〈平日〉9時〜17時30分 ○保健センター ☎492-2424

乳幼児育児健康相談 9月3日（月）10時〜12時 ○保健センター ☎492-2424

発達クリニック（予約制） 8月13日（月）13時15分〜
※小児科医師の相談があります。

○保健センター ☎492-2424
 対象／乳幼児

心の健康相談（予約制） 8月30日（木）10時〜12時 ○保健センター ☎492-2424

育児相談 〈平日〉10時〜16時30分 ○子育て支援センター ☎492-1350

療育相談 〈平日〉10時〜16時30分 ○こぐま園 ☎492-1131

相続・遺言相談（予約制） 8月21日（火）13時〜16時
※行政書士による相談を行います。

○保健センター　
予約／企画地方創生課 ☎492-2775

出張福祉なんでも相談

○喫茶たまり場（みんなのたまり場）
8月7日（火）11時〜13時
○喫茶めだか組（多奈川小学校）
8月8日（水）13時〜15時
○ふれあい喫茶（深日会館）
8月15日（水）10時〜11時30分

○岬町社協地域包括支援センター
☎425-9058
○いきいきネット相談支援センター
☎492-2955（平日相談も受け付けています。）
○岬町社会福祉協議会 ☎492-0633

生活困窮に関する相談
（随時の場合は要予約） 8月8日（水）14時〜15時 ○大阪府岸和田子ども家庭センター 生活

福祉課 はーと・ほっと相談室 ☎441-2760

各 種 相 談

※災害等やむを得ない事情により開催できない場合があります。詳しくはお問い合わせください。

Consultation
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■編集・発行／岬町役場 企画地方創生課　〒599-0392 大阪府泉南郡岬町深日2000-1
■広報に関するご意見・問合せ／☎072-492-2775
    （各課へのお問い合わせは直通番号をご利用ください。）

公式Facebook

〈ホームページ〉http://www.town.misaki.osaka.jp
〈Facebook〉https://www.facebook.com/misakitown

緊
急

・
防

災
情

報
は

、「
お

お
さ

か
防

災
ネ

ット
岬

町
」を

ご
利

用
く

だ
さ

い
!

 http://w
w

w.osaka-bousai.net/m
isaki/index.htm
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岬

だ
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り
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）8月

1日
発

行
8

　大阪中学校春季大会（5月4日決勝 花園中
央公園野球場）において、岬中学校野球部が
見事優勝しました。
　結果報告のため表敬訪問を行い、町長から

「次回も優勝目指して頑張ってください」と励ま
しの言葉をいただきました。今後、ますますの活
躍を期待します。
▶問合せ／指導課 ☎492-2719

岬中学校野球部
大阪大会 優勝

　岬町柔道スポーツ少年団所属の浅田渚選手
が、平成30年5月3日（祝）に開催された「平成
30年度 第15回全国小学生学年別柔道大会大
阪府予選会」において、小学6年生女子個人戦

（45kg以下級の部）で優勝という優秀な成績を
おさめられ、8月26日（日）に山口県で行われる全
国大会出場の報告をするため、田代町長を表敬
訪問されました。
▶問合せ／生涯学習課 ☎492-2715

浅
あさだ

田 渚
なぎさ

選手が町長を表敬訪問

　5月15日淡輪小学校（2年生）・5月17日深日小
学校（2年生・4年生）が、淡輪潮干狩り管理組合
さんのご厚意で潮干狩り体験をさせていただきま
した。
　貴重な体験をさせていただきありがとうござい
ました。
▶問合せ／学校教育課 ☎492-2719

〜小学校の子どもたちの潮干狩り体験〜 楽しかったよ！

まちのできごと


